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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第６回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２７年１１月１７日（火）午後６時 ～ ８時 

開 催 場 所 中部地区会館（市役所４階）４０３集会室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：水上玲子、安島イツ子、林喜代三、原田美智子、福岡祐子、吉田

邦子 

欠席者：池谷光二、竹島栄一、多和伸晃、豊泉良 

（事務局）協働推進課長、協働推進課主査、協働推進課主事 

報 告 事 項 第４回男女共同参画推進市民委員会の会議結果について 

議 題 
１ 男女共同参画啓発事業結果について 

２ シンポジウムについて 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

 

１ 男女共同参画啓発事業結果について  

  （来年度へ向けての改善点や反省点） 

  ・文字を大きくするなど、高齢者でも見やすいように工夫する。 

  ・回答者が設問の意味を理解しやすいように、設問の文言等について

もよく検討する。 

  ・豪華な景品の配布を検討する。 

  ・子どもを引き込む方法を検討する。 

 

  （その他） 

  シンポジウムの参加者に対し同様のアンケートを実施する。 

 

 

２ シンポジウムについて 

（パネリストについて） 

  パネリストは３名とし、緑が丘ふれあいセンターのセンター長と、市

の女性管理職職員とした。残りの１人は男性のＰＴＡ役員を最優先する

こととし、調整は事務局が行う。 

 

  （内容について） 

  パネルディスカッションの方法は、テーマに沿って各パネリストに話

を振り、それぞれの立場から意見を述べてもらうものとする。テーマ案

については、デエダラまつりでのアンケート結果を基に、事務局で考え

て次回の会議で示す。 

意見交換会など、その他のシナリオについても、事務局案を考え、次

回会議で示す。シナリオについては、委員においても案を考えておく。 

 

   

３ その他 

  第７回委員会は平成２７年１２月１７日（木）午後６時から、緑が丘

ふれあいセンターで開催する。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

議題１ 男女共同参画啓発事業結果について 
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同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

◎印：副委員長 

●印：委員 

□印：事務局 

 

● 白紙のアンケート用紙と見比べられると良かった。 

● じっくりと考えて回答する必要がある内容だったので、回答者が座っ

て記入できるような椅子があると良かった。 

● 女性が優遇されているという回答が予想していたよりも多い。また、

性別による不平等を感じることはないという回答がとても多いが、男女

共同参画の現状を知らない人が多いということではないか。意識啓発が

必要であると感じる。 

◎ 仕事において、楽できることを優遇と考えている人もいれば、責任あ

る仕事を担うことを優遇と考えている人もいる。人により優遇の捉え方

が違うようである。 

● 自分にとって、羨ましいと感じることを優遇と考えているのではない

か。 

● 優遇の意味を定義付けした方が良かったかもしれない。 

● 市民の意識を把握することが出来たのは良かった。 

● 市民委員会の認知度が低い結果になっている。市民の認知度向上も今

後の課題である。 

◎ 来年度に向けての改善点や反省点はどのようなことが挙げられるか。 

● 高齢の回答者が多く、文字が小さくて見にくいという意見が多く聞か

れた。 

● 文字が大きい方が見やすくて良かった。ただし、あまり簡素化する

と、今回のように多様な意見を集めることはできなかったかもしれな

い。 

● アンケートの内容をよく理解できていない人も多かった。各設問の文

言も、委員会で考えても良かったかもしれない。 

● 景品を楽しみにアンケートをやっている人も多くいた。他のブースで

は、より簡易なアンケートで豪華な景品を配布しているところもあっ

た。 

● 子どもを引き込むことで、親にも一緒に来てもらえる。子どもを対象

にしたアンケートや、子ども向けの景品を検討しても良い。 

● シンポジウムで改めてアンケートを実施してはどうか。 

 

 

議題２ シンポジウムについて 

 

◎ パネリストの人数は何名程度か。 

□ ４～５名程度を想定している。 

● パネリストが多すぎると、進行に時間がかかってしまうのではない

か。３名程度で良いと思う。 

● パネリスト候補者が所属する組織から１名推薦してもらい、その他に

一般参加者として来場してもらってはどうか。 

● ＰＴＡ連合会などは全体会等の場で推薦者を決めると思うので、今か

らだと１月の開催に間に合わないのではないか。 

● ２時間という限りがあるので、パネリスト１人あたりの時間を決め

て、意見を述べてもらってはどうか。 

◎ 進行役がパネリストに対しテーマごとに話を振り、意見を述べてもら

うのが良い。パネリストは３名が適切ではないかと思う。 

● 進行役は委員長が務めるのが適切である。 

● デエダラまつりで実施したアンケート結果を基にテーマを２つ程度決

め、パネリスト一人あたり１０分程度の時間配分にすれば良いのではな

いか。 



 3 

● 緑が丘ふれあいセンターのセンター長と市の女性管理職職員は必ずパ

ネリストに選定した方が良い。 

◎ 女性が２名なので、残りの１名は男性が良いのではないか。子どもの

教育に関わるという点で、ＰＴＡが良いと思うが。 

● 男性のＰＴＡ役員を最優先として事務局に調整していただきたい。 

● パネリストが決定したら、それぞれの立場に合ったテーマを決めれば

良いのではないか。 

◎ 一言で男女共同参画といっても、範囲はとても広い。あらかじめテー

マを絞らないと、それぞれが考える男女共同参画を次々と話されると、

収拾がつかなくなるのではないか。 

● 男女共同参画という言葉に馴染みが無い人もいると思う。 

● アンケートではこのような意見が出ているが、それぞれの身の回りで

はどのような状況か、という形で話を振れば答えやすいのではないか。

市民が回答したアンケートの結果なら、イメージもしやすいと思う。 

□ アンケート結果から、テーマとして引用しやすいものを事務局で抽出

し、次回の会議で示す。 

● テーマは決めなくても良いのではないか。パネリストにはまず自己紹

介をしてもらい、それぞれの立場で、身の回りの現状や課題を自由に話

してもらうというのはどうか。 

● 事前に話すテーマを決めておかないと、話がまとまらないのではない

か。 

● アンケート結果をパネリストに事前に配布し、話の参考にしてもらう

のはどうか。 

● パネリストに質問することを事前に決め、回答を用意しておいてもら

う方が良い。その場で自由に意見を話すのはとても難しい。 

◎ まず自己紹介をしてもらい、その後アンケート結果やテーマに沿って

意見を話してもらうのが良いだろう。また、その内容を基に、一般参加

者も含めて意見交換をするなどしてどうか。 

□ シンポジウムのシナリオ案を事務局で考え、次回の会議で示す。委員

の皆様にも、案を考えてきていただきたい。 

 

その他  

 

 第７回委員会は、平成２７年１２月１７日（木）午後６時から、緑が丘

ふれあいセンターで開催する。 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


